


(要約)ハイリスク児発生の要因は、多岐にわたる事はいうまでもないが、産科的に頻度が

高く、かつ発生の予防可能と思われる因子として早産および胎児仮死・新生児仮死が大き

な比重を占めると考えられる。当院の過去 20年の妊娠 35 週以前の早産症例を解析した結

果、1）全体の早産率は徐々に増加し、20 年間に約 3倍となった。2)NICU 開設のために母

体搬送例の数的増加があり、搬送例中早産の占める割合が 50%から 70%に上昇した。3)多

胎妊娠例の増加と高い早産率が認められた。多胎妊娠の約 60%は不妊症治療を受けていた。

4)品胎以上の多胎妊娠では 27 例中 26 例が妊娠 35 週以前に分娩となった。5)早産要因と

しては、前期破水や絨毛羊膜炎例の増加があげられる。現在我々の行っている多胎妊娠の

管理は、早産予防という点からはほとんど効果を上げていない事が判明した。


